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は じ め に 

 

 

 2009年（平成21年）４月に北米で、新型のパンデミックインフルエンザＡ（Ｈ１Ｎ１）の発生

が報告され、同年６月12日にはＷＨＯはフェーズ６の宣言を行いました。 

 

 この新型インフルエンザに対するわが国における対応は、国、国立感染症研究所、自治体、医

療機関、専門家など様々な関係者の協力により行われてきました。特に流行初期においては、各

自治体の保健所および都道府県等本庁は、感染拡大防止措置、サーベイランスなどを通じて、対

策の中核を担いました。 

 

 本研究は、平成21年度厚生労働科学研究費補助金（特別研究事業）により国により同年７月に

急きょ設置された「新型インフルエンザＡ（Ｈ１Ｎ１）への公衆衛生対応に関する評価及び提言

に関する研究」（代表 尾島俊之 浜松医科大学健康社会医学講座教授）の分担研究です。研究の

目的は、新型インフルエンザの初期対応について保健所および都道府県等本庁に対してアンケー

ト調査を実施することにより、その記録を行うとともに、今後に資するように対策についての評

価と提言を行うものです。なお、保健所に対する調査においては、全国保健所長会の多大なご協

力をいただき、都道府県等本庁に対する調査においては、小林良清先生（長野県衛生部健康づく

り支援課長）にとりまとめをお願いしました。回答においては、保健所、都道府県等本庁のみな

らず、国への意見も多数寄せられました。そこで、これらを含めて、新型インフルエンザの初期

対応についての評価と提言として、とりまとめました。 

 

 現在まだ、新型インフルエンザの流行は続いていますが、本報告が将来の新型インフルエンザ

対策へのご参考になれば幸いです。なお、初期以降の新型インフルエンザに対する自治体の対応

についても、今後機会があれば評価していくことが望ましいと考えております。最後に、新型イ

ンフルエンザ対策にご協力をいただいている様々な立場の皆様に感謝を申し上げるとともに、本

調査研究についてご指導いただいた尾島先生および浜松医科大学健康社会医学教室の皆様をはじ

め、ご協力いただいた先生方にお礼を申し上げます。 
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Ａ．調査目的 
 

全国の保健所及び都道府県等本庁の初期の対策の状況等について基礎資料として記録する。ま

た、これまでの対応についての評価に加えて、今後想定される事態について検討し、新型インフ

ルエンザ発生に対して迅速かつ適切に対応し、社会的混乱を防止できる対応方策について提言す

る。 

 

 

Ｂ．調査方法 
 

 １．保健所に対するアンケート調査 

アンケート調査の素案を、８月３日から８月 10 日まで全国保健所長会のウェブサイトに掲載し、

意見募集を行った。 

 ８月14日に電子メールにより、全国510保健所の保健所長あてにアンケート調査を発送した（資

料１）。うち、「調査１．保健所長用」の回答は、できるだけ保健所長自身が記載または確認する

ようお願いし、「調査２．保健所担当者用」の回答は、保健所の担当者が所長と相談の上ご記載す

ればよいこととするとともに、事例等に関係する資料の提出を求めた。なお正確な数が不明の場

合は、概数による回答でよいこととした。回答は電子メールで回収した。 

 
 ２．都道府県等本庁に対するアンケート調査 

 都道府県、政令指定都市等保健所設置市（東京特別区を除く）の感染症担当課 111 か所に対し、

患者発生、医療体制整備、学校等休業等について、８月下旬にアンケートを電子メールで送信し、

電子メールで回収した（25 頁資料２）。 

 
 ３．検討 

 関係者による検討会議を、８月 17 日、11 月 22 日、12 月１日と３度開催した。また、10 月 20

日に全国保健所長会総会において意見交換を行った。 

 保健所及び都道府県等本庁への調査の結果に基づき、自治体における新型インフルエンザに対

する対応状況および予測と異なっていた問題点について整理した。また、国および自治体の新型

インフルエンザ対策について評価するともに、今後の対応方策等について検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃ．調査結果 
 

１．保健所に対するアンケート調査結果 

 回答率を上げるために電子メールにより２回催促を行い、最終的に９月末に締め切った。回答

率は、無記名のものを含めて所長用 66％、担当者用 65％であった。所長用の回答率を設置者類型

別にみると、都道府県が 67％、指定都市が 59％、中核市・政令市が 73％、23 区が 48％であった。 

 調査結果詳細は、別添の調査集計結果（31 頁資料３）のとおりである。 

 なお集計結果資料中、自治体名の記載がある場合は固有名詞を削除し、原則として「都道府県」

「保健所設置市」または「市区町村」などに改めて表記した。明らかな誤字、誤表記と考えられ

るものは改めた。また、集計された結果及び自由記載については原則として削除はしないことと

した。 

 以下においては、所長用調査（主に評価）と担当者用調査（主に事実関係）をまとめて記載す

る。 

 

 

（１）新型インフルエンザ発生前の準備 

 新型インフルエンザ発生前に新ガイドラインを関係職員が読んでいたかについては、「十分に

読んでいた」または「どちらかといえば十分に読んでいた」を合わせると 87％であった。 

 

 自由記載では、保健所における事前の準備が役に立ったとの記載がある一方、強毒性に対する

準備であったため混乱がみられたとの記載もあった。 

 
 
（２）保健所の人員・体制 

 保健所の平均職員数は、総数 64 人、うち医師・歯科医師 1.8 人、保健師 16 人、その他の技術

系職員 24 人であった。都道府県型保健所では、総数 45 人であった。 

 保健所の職員のうち、保健師の人数は対応に「十分でなかった」および「どちらかといえば十

分でなかった」を合わせると全体の 66％であった。保健所の職員のうち、医師の人数は対応に「十

分でなかった」および「どちらかといえば十分でなかった」を合わせると全体の 63％であった。

近畿地区においてこれらの割合が高かった。 

 

 自由記載においても、職員はよく努力したとの記載がある一方、保健所の人員や保健所医師が

不足し負担が大きかった、今後は過大な負担に対して専門職員を含む保健所の人員増強が必要で

あるとの記載が、少なからず見られた。また、保健所内の連携について、連携がよい場合業務を

うまく処理できた、連携に課題がある場合担当職員の負担が大きかった、保健所長の役割が十分

果たせない状況であった、今後は保健所の所内連携、対応体制を強化する必要があるなどの記載

があった。 

 
 



（３）保健所の事業継続 

 新型インフルエンザ発生前に保健所の事業継続計画（ＢＣＰ）を作成できていたかについては、

「作成できていなかった」または「どちらかといえば作成できていなかった」を合わせると 71％

であった。 

 新型インフルエンザ発生以降、保健所の業務で実際に縮小、中止、延期したものが 44％の保健

所であり、これらの検討をしていない保健所は 19％であった。 

 

 自由記載においては、今後はＢＣＰの作成が必要であるとの意見があった。 

 
 
（４）保健所と都道府県本庁との連携 

 保健所以外の職員の応援を得た保健所は 48％であり、このうち本庁または他の事務所の職員応

援を得た保健所が 36％、統合組織内の保健所以外の職員の応援を得た保健所が 39％、臨時雇い上

げ職員を得た保健所が 25％であった。 

 

 自由記載では、保健所と都道府県庁との連携が役に立った保健所がある一方、都道府県本庁や

各機関からの支援、連携が不十分な保健所や、保健所ではなく本庁が決定する場合に問題があっ

た保健所もあった。 今後については、都道府県本庁や他部局との連携強化、支援を図る必要があ

る、保健所への権限付与を行う必要があるなどの記載があった。 

 
 
（５）市町村・地域医師会などの地域関係機関との連携 

 市町村（市型保健所では他の部局）に対し、助言、情報提供、打ち合わせまたは研修を行った

保健所は 97％であった。医師会に対し、助言、情報提供、打ち合わせを行った保健所は 96％であ

り、指定都市でやや低かった。 

 都道府県型保健所について市町村への支援を自己評価した場合、「うまくできていた」および

「どちらかというとうまくできていた」を合わせると全体の 78％であった。市型保健所について

都道府県の本庁や保健所との連携を自己評価した場合、「うまくできた」および「どちらかとい

うとうまくできた」をあわせると、指定都市では 57％、政令・中核市、特別区はそれぞれ 83％、

82％であった。 

 対応のための地域の医師会との連携について自己評価した場合、「うまくできた」および「ど

ちらかといえばうまくできた」を合わせると全体では 85％であった。特別区はすべての保健所が

「うまくできた」または「どちらかといえばうまくできた」と自己評価していた。 

 

 自由記載では、保健所と医師会など地域関係機関との連携・情報提供が役に立った保健所があ

る一方、保健所と市町村などの地域関係機関との連携や情報提供に課題がある保健所や中核市と

都道府県との連携に問題のある保健所もあり、今後については管内の市町村などの関係機関との

連携を強化する必要があるとの記載があった。 



（６）必要な情報 

 「対応に必要な情報は十分に情報源から得られたかについては、「十分だった」および「どち

らかといえば十分だった」を合わせると全体の 70％の保健所であった。特別区は全保健所で十分

だったと回答した。 

 今回の新型インフルエンザ対応で特に有用だったウェブサイトは、国・厚生労働省、国立感染

症研究所が 70％以上と最も高かった。次いで、マスコミ報道、ＣＤＣ、都道府県本庁、全国保健

所長会のサイトが 20％以上であった。地域区分では、特別区で都庁サイトが高く全国保健所長会

サイトが低く、近畿地区で国・厚生労働省サイトが低く、近畿地区、九州・沖縄地区でＷＨＯ、

ＣＤＣサイトが高かった。 

 

 自由記載では、国、都道府県本庁、国立感染症研究所からの情報が遅い、マスコミよりも情報

が遅い、知見や対策についての情報がほしいなどの記載があった。 

 
 
（７）入国者への健康監視 

 健康監視は最大で、一日概ね平均５人の職員（外部の応援を含める）が担当した。 

 健康監視は平均実人員 189 人に対して行われたが、70％の保健所では実人員 150 人未満であっ

た。健康監視は初期において一人の対象者に 65％の保健所が終了日まで毎日実施した。 

 健康監視において検疫との連携はうまくいったかについては、「うまくいった」および「どち

らかといえばうまくいった」を合わせると 76％であり、特別区では低かった。監視対象者への連

絡・健康観察において、問題やトラブルがあったかについては、「なかった」および「どちらか

といえばなかった」を合わせると 75％であった。 

 
 
（８）発熱相談 

 発熱相談担当（所外からの応援を含む）の１日最大要員は、平均９人であった。平均相談件数

は平均で、５月までは 1000 件、６月が 519 件、７月が 228 件であった。５月までは近畿地区、６

月以降は関東甲信越地区が多かった。発熱相談のピーク時における保健所の土日・祝日対応は、

93％の保健所が所に出勤して毎休日対応した。発熱相談のピーク時における保健所の夜間対応（24

時間対応）は、62％の保健所が通常は在宅で毎日対応したが、近畿地区では 54％の保健所が所に

当直して毎日対応した。自由記載では、人員の負担は特に発熱相談が集中した際に大きかったと

の意見があった。 

 発熱相談センターについての評価は、「うまくいった」および「どちらかというとうまくいった」

を合わせると 92％であったが、近畿地区では 67％とやや低かった。発熱相談センターと発熱外来

の連携についての評価では、「うまくいった」および「どちらかというとうまくいった」を合わせ

ると 93％であった。発熱相談での重大な苦情やトラブル例に関する自由記載では、受診の基準に

関するもの、医療機関の診療体制・受診拒否に関するもの、発熱相談体制に関するもの、電話回

線に関するものなどがあった。 



（９）発熱外来 

 保健所管内の発熱外来設置か所数は、６月の運用指針変更前の時点で平均３か所、近畿地区で

は９か所であった。73％の保健所で１－３か所であった。発熱外来を医療機関（周辺の場所を含

む）以外にも設置したかについて、90％の保健所は設置していないが、九州・沖縄地区では 17％

が設置していた。自由記載では、医療機関以外の保健所などに設置した医師による発熱外来・発

熱トリアージにおいては、治療ができない場合などに問題が生じたとの意見があった。 

 発熱外来のうち、医療機関（周辺の場所を含む）に設置されかつ医師会や他の医療機関から医

師の応援・派遣がなかったものは 85％であった。 

 発熱外来設置のため、管内の医療関係者への協議や要請を行っていた保健所は 87％であった。 

 発熱外来の受診件数の平均は、５月は 48 件であり、６月は 23 件であり、近畿地区が多かった。

６月の運用指針変更前の時点での保健所の基準では、まん延国・地区への渡航・旅行歴がない患

者も発熱外来への紹介対象としたかについては、「対象としなかった」のは 49％、「クラスターな

どのため保健所が必要と考える場合には対象とした」のは 32％、「医療機関から要請があった場

合は対象とした（前記を除く）」のは 17％であった。特別区では「クラスターなどのため保健所

が必要と考える場合には対象とした」割合が高かった。 

 「国が発熱外来の設置を指示し、その後一般医療機関での診療に移行したこと」については、

「当初は良かったがより早い時点で廃止すべきだった」と回答した保健所は 68％であった。「概

ね妥当だった」と回答した保健所は 22％、「当初においても発熱外来は不要であった」と回答し

たのは全体では９％であり、近畿地区はやや高かった。 

 今後は発熱外来を廃止して一般医療機関で診療を行うかについては、「一般医療機関のみで診療

を行う」のは 75％であり、「一般の医療機関と発熱外来の両方で診療を行う」のは 21％であった。

「一般医療機関のみで診療を行う」割合は、特別区、指定都市、近畿地区、東海・北陸地区でや

や高く、北海道・東北地区で低かった。自由記載では、今後は外来医療体制の確保・調整や院内

感染防止の啓発が必要であるとの意見があった。 

 
 
（10）入院医療 

 ６月の運用指針変更前の時点で、入院勧告に基づき入院させることが可能な管内の病院数は、

平均で 1.2 病院であり、１病院の保健所が 49％、病院なしの保健所が 29％であった。入院勧告に

基づき入院させることが可能な管内の入院可能最大病床数は、平均は約 16 床であるが、70％の保

健所で 10 床未満であった。 

 入院措置に対応する入院医療機関の確保のため、管内の病院への協議や要請を行った保健所は

79％であった。指定都市、特別区でやや低かった。これまでの発生患者数に対して、病床確保は

「十分確保できた」および「どちらかといえば確保できた」を合わせると 86％であった。 

 受け入れ病床については、今後の重症入院患者発生に対して、「十分でない」および「どちらか

といえば十分でない」は 65％であった。自由記載では、今後は重症・入院患者の医療体制の確保・

調整や医師確保が必要であるとの意見があった。 

 



（11）ＰＣＲ検査・確定患者数 

 ＰＣＲ検査は、７月末までに平均 39 件行われた。 

 ７月末までの平均確定患者数は、孤発は９人、集団発生は６人で、近畿地区で多かった。 

 
 
（12）積極的疫学調査・予防投薬、クラスター・サーベイランス 

 積極的疫学調査を行った濃厚接触者数は、７月末までに平均 89 人であり、近畿地区および関東

甲信越静地区で多かった。 

 予防投薬は６月 19 日頃（国が新しい運用方針で予防投与の方針を変更する前の時点）までに平

均 10 例に行われ、近畿地区および関東甲信越静地区で多かった。６月 19 日頃まで濃厚接触者の

うちどういう原則で予防投薬の対象としたかについては、「濃厚接触者全員」を対象としたのが

39％、無回答が 35％であった。６月 19 日頃までの予防投薬の実施主体は、「保健所医師」が 43％

であり、無回答が 43％であった。 

 クラスター・サーベイランスは調査時点で、２例以上のＡ型陽性患者がいる全ての施設・集団

を対象に実施している保健所は、74％であった。患者が発生した場合、積極的疫学調査の対象は

調査時点でどれに近いかについては、「集団発生の確定患者および疑似症患者の濃厚接触者の一

部」が 31％、「集団発生の確定患者および疑似症患者の濃厚接触者全て」が 30％であった。 

 濃厚接触者への通勤・通学について、調査時点で外出自粛を要請するかについては、「症状があ

る場合を除き、通勤・通学の自粛を要請しない」保健所が 65％、「書面にはよらないが、通勤・

通学の自粛を要請する」保健所が 31％であった。 

 クラスター・サーベイランスおよび積極的疫学調査の実施については、「適切に実施できる」お

よび「どちらかといえば適切に実施できる」と合わせると 55％であった。自由記載では、クラス

ター・サーベイランスや積極的疫学調査の負担が大きい、今後見直すべきであるとの意見があっ

た。 

 
 
（13）その他の対応 

 自由記載で、今後は住民の感染防止啓発や国のワクチン政策が必要であるとの記載があった。 

（以下は、自由記載における上記に述べたこと以外の主なものである。） 

 

 

（14）国の対応  

 全般の評価としては、国の対応はよかったという記載も政策決定過程に改善が必要であるとい

う記載もあった。 

 その中で、対策の方針変更について、対策の変更が遅れており迅速に見直すべきであったとの

意見が特に多い一方、対策の変更は慎重にすべきであったとの意見もあった。一方、事前に定め

た行動計画が誤っていたとの批判は多くなかった。また、段階をまん延期とすべきであった、弱

毒性等により季節性インフルエンザと差がないので、季節性と同様の対策・法的位置づけをすべ

きであったなどの記載があった。 



 行動計画については、策定された事前の計画は有用であったとの記載がある一方、計画の見直

しが必要であるとの意見があった。 

 国と現場との関係については、現場の状況を把握し対策を行ってほしいとの記載があった。ま

た、対策は国で統一的方針を示すべきであるとの意見と、対策は各都道府県の状況や裁量に委ね

てほしいとの意見の双方がみられた。 

 国からの情報提供については、情報は的確にわかりやすく出してほしい、対策についての情報

を迅速にマスコミより早く連絡してほしい、内外の流行状況や科学的知見についての情報をもっ

と提供してほしい、大臣の発言は冷静さを欠いていることがあったなどの意見があった。 

 今後については、医療や保健所の体制整備のための予算措置を講じてほしいとの意見が多かっ

た。 

 
 
（15）都道府県本庁の関係者の対応 

 地域、現場の実情に合った対策を実施してほしかった、都道府県としての意思決定、情報提供

が迅速でなかった、都道府県の組織や人材（医師を含む）が弱体である、保健所に決定権がなく

うまくいかない、都道府県と保健所を設置する市との連携に問題があるなどの記載があった。 

 
 

（16）国立感染症研究所 

 科学的知見や流行状況を迅速、的確に情報提供してほしい、ウイルス検査の技術支援や研究を

してほしい、研修を実施してほしい、国は人員、予算を充実してほしいとの記載があった。 

 
 
（17）マスコミの対応 

 マスコミは（６）（４頁）に記載したように有用な情報源として機能していた一方で、マスコミ

報道について、適切な報道や人権への配慮などの観点から検証を求める記載があった。 

 
 
（18）全国保健所長会、本研究班 

 国への要望、評価などをしてほしいとの記載があった。 



２ 都道府県等本庁に対するアンケート調査結果 

 ９月３日から 10 月 28 日までに 83 か所から回答があった（回答率 74.8％）。 

 詳細は「新型インフルエンザＡ（Ｈ１Ｎ１）都道府県等対応調査の結果と考察」（156 頁資料

４）のとおりである。数値等は８月 24 日までの状況である。 

 以下においては、主な結果を記載する。 

 
 
（１）ＰＣＲ検査と確定患者数 

 人口 10 万人に対する実施数は 15、うち確定患者数は８人で、比率は 57％であった。 

 集団発生については、人口 10 万人に対する発生数は３で、確定患者数は３人、疑似症患者数は

11 人であった。 

 １日あたりのＰＣＲ検査可能数は 46 であった。 

 

 自由記載では、検査担当者、検体の回収・搬送、経費と機器などの課題が指摘された。 

 
 
（２）業務継続計画（ＢＣＰ）とマニュアル 

 ＢＣＰを策定していたのは、29％のみであった。 

 自由記載では、病原性が高くない場合の対策の検討などの記載があった。 

 

 

（３）医療体制  

 医療機関併設型の発熱外来を設置した場合の、６月の運用指針変更までの平均設置数は、設置

した都道府県で 32 か所、保健所設置市で６か所であった。入院医療機関の平均確保数は、都道府

県の場合、６月の運用指針変更までで 18 病院、322 床であり、まん延期に対して調査時点で 55

病院、4308 床であった。 

 特別な患者への診療体制では、小児及び透析患者ではかかりつけ医が多いのに対し、妊婦では

未定・不明が多かった。 

 医療機関への補助で多いものは、防護具、人工呼吸器、間仕切りの順であった。 

 

 

（４）学校等の休業 

 学校等の休業については、52％で基準が設けられていた。 

 
 
（５）その他 

 自由記載で、自治体などへの情報提供が不十分又は遅い、県庁内部の組織体制のあり方等の問

題などの記載があった。 

 



Ｄ 考察 
 

 新型インフルエンザの初期対策の評価と提言 

 

 今回のアンケート調査で指摘された初期対応における問題点を踏まえ、今後の健康危機管理や

将来における強毒性も含めた新型インフルエンザ再流行に備えて、新型インフルエンザ対策につ

いての現段階での評価と提言の考え方を提示する。ただし、本調査は初期対応についての保健所

による評価であり、また国の対策については主に自由記載による回答であるとともに、新型イン

フルエンザの流行と対策は今もなお進展中である。 

 今後は、初期以降の医療体制確保、予防接種などについての調査、国の対策や報道、感染者の

人権などに関する調査、および保健所以外の関係者による検証、ご意見も踏まえて、最終的な提

言を検討する必要がある。 

 
 
１．新型インフルエンザへの初期対策の経緯 
 

（１）事前の準備 

 近年高病原性鳥インフルエンザＨ５Ｎ１が東南アジアなどで流行したことから、新型インフル

エンザの発生に対応するため、国は平成17年12月に「新型インフルエンザ対策行動計画」を策定

するとともに、抗インフルエンザ薬の備蓄を行った。また、保健所長を含めた公衆衛生学、医学

の専門家からなる専門家会議は、平成19年２月に「新型インフルエンザガイドライン（フェーズ

４以降）」を策定した。さらに、まん延期における対策を強化すべきであるという意見があったこ

となどから、平成21年２月には関係省庁対策会議において、次の２点を主たる目的として行動計

画およびガイドラインの改定を行った。 

 

  １．感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限にとどめる。 

  ２．社会・経済を破綻に至らせない。 

 

 保健所、自治体などでは、行動計画およびガイドラインに沿って、地域の関係者と連携して積

極的疫学調査の訓練、発熱外来設置や病床確保などの準備を開始していた。 

 
 
（２）海外発生期 

 行動計画の改定からほどなくの平成 21 年４月 21 日に、小児の豚インフルエンザＡ（Ｈ１Ｎ１）

感染について米国ＣＤＣが報告し、またメキシコなどでは相当数の死者が発生していることが報

道された。４月 27 日にはＷＨＯがインフルンザパンデミックをフェーズ４に引き上げた。４月

28 日から国は、行動計画に沿ってまん延国から入国した者に対する厳重な検疫（水際対策）を実

施するとともに、保健所に対し入国後の健康監視を指示した。また地域における封じ込めのため、

保健所などは発熱相談センターを設置するとともに、渡航歴のある発熱患者が受診するための発

熱外来が設置された。なお行動計画においては、水際対策および封じ込めは国内の発生、拡大を



遅らせる機能を担っているものである。 

 国からは、国内における発熱を伴う原因不明の急性呼吸器疾患の集積などの報告も求められて

いたが、インフルエンザ様疾患の集団発生への対応等の表現はなく、ＰＣＲ検査や症例定義の対

象が原則としてまん延国への渡航歴がある者に限られていたこともあり、それ以外の者への対応

は行われなかった。５月８日に成田空港の検疫で３名の患者が発見され、さらに停留された者か

らも患者が発見された。５月初めには海外から、発症者の多くは軽症であることが報告されつつ

あったが、成田空港で発見された患者の症状はこれと矛盾するものではなかった。なお、８日よ

り前に入国した者の中で患者が発生したことが、後に明らかになった。 

 
 
（３）国内発生期 

 ５月 16 日に兵庫県、ついで大阪府で、渡航歴のない高校生などの新型インフルエンザの集団

発生が報告された。その直後から、管轄の保健所は発熱相談センターに問い合わせが殺到し、積

極的疫学調査実施などの対策が困難になった。行動計画では本来、このような場合には都道府県

の判断で発生の段階をまん延期とし、発熱外来以外の一般医療機関での診療実施および入院措置

の中止を行えることとなっていた。しかし、段階の変更はなされず、一般医療機関での診療、入

院措置中止および一週間程度の休校などの社会的措置が実施された。このころには海外から、新

型インフルエンザの深刻度は重度ではないが、基礎疾患を有する若年者や妊婦では重症化しやす

いなどの知見が報告されており、また近畿地区においても患者の多くは軽症であった。 

 ５月 22 日には、国は行動計画を改正しないままに、新たに「医療の確保、検疫、学校・保育

施設等の臨時休業の要請等に関する運用指針」を定め、我が国を「感染の初期、患者発生が少数

であり、感染拡大防止に努めるべき地域 」と「急速な患者数の増加が見られ、重症化の防止に

重点を置くべき地域」との二つに分けて、急増地域において柔軟な対応をとれる対策がとられる

こととなった。このころ、保健所などでは発熱相談と発熱外来受診の数が増加していたが、その

後減少に転じた。 

 ＷＨＯは６月 12 日にフェーズ６の宣言を行うとともに、各国に対し柔軟な対策の実施を求めた。

全国保健所長会長は本研究班の関係者による議論をもとに、６月 16 日に国に対して、入院措置の

見直しと医療体制の再構築、症例定義の変更、サーベイランスの見直しなどの要望を行った。６

月 19 日に国は専門家の意見などを基に運用指針を改定し、大規模な患者数増加などに備えて、入

院措置の廃止と一般医療機関における外来診療を含む医療提供体制の整備、患者全数把握の中止

とクラスター・サーベイランスの実施、検疫の簡略化などの方針を定めた。これらは、７月ごろ

までに順次実施された。その後の患者増加により、保健所はサーベイランスと積極的疫学調査の

業務が増加した。 

 
 



２ 保健所の初期対策に関する教訓と提言 
 

（１）全国の保健所における対策の状況の推計 

 保健所担当者用アンケートは全国 510 保健所のうち 65％の保健所から回答があった。このこと

から、新型インフルエンザが４月末に発生して以降初期の、全国の保健所における対策の状況は、

概ね下記のように推計される。ただし、回答した保健所の選択にバイアスがあることから、推計

には限界がある。 

 

○健康監視は約 10 万人の対象に対し、約３千人の職員が対応した。 

○発熱相談は７月までに約 90 万件あり、最大約５千人の職員が対応した。 

○約 1.5 千か所の発熱外来に対し、６月までに約４千件の受診があった。 

○入院勧告に基づき入院については、約６百病院、約８千床が確保された。 

○７月までに、ＰＣＲ検査が約２万件実施され、約５千人の孤発患者と約３千人の集団患者が

確定し、約５万人に積極的疫学調査が行われた。 

 
 
（２）発生前の準備と事業継続 

 多くの保健所職員は、事前にガイドラインを読んでいた。十分には読んでいない職員が一部に

いたが、新型インフルエンザが年度初めに発生し、保健所以外などから異動してきた職員がいた

ことによるものと思われる。 

 一方、事業継続計画（ＢＣＰ）は多くの保健所で作成されていなかった。多くの保健所が事業

の縮小、中止、延期又はその検討を行っていた。保健所は今後に備えて、事業継続計画の作成を

進める必要がある。またそのためには、国の制度的支援も必要である（15 頁（７）参照）。 

 
 
（３）人員の不足 

 保健所は対策に努力したと考えるが、人員数は不足傾向にあり、特に保健師、医師は過半数の

保健所で不足し負担が大きかった。また突発的に集中して業務負担が生じた保健所では、人員の

不足は著しく、夜間も職員の当直が必要となった。人員数の不足による発生時の過大な業務負担

の軽減のためには、まず保健所内の職員の連携によって担当以外の職員の業務への参加を求める

必要がある。また本庁や他の出先機関との連携により担当以外の職員の業務への参加を求めるこ

とも必要である。 

 一方、保健所の職員数は交付税措置にもかかわらず行財政改革などにより削減されてきている

が、医師及び保健師については他の機関からの応援による確保は容易ではなく、住民の健康、安

全を守るという保健所の責務を果たすためには、必要な専門職の人員数を確保すべきである。 

 
 
（４）都道府県本庁との連携 

 保健所と都道府県本庁との連携が役に立った保健所もあり、連携が不十分な保健所もあった。 



両者の緊密な情報交換と連携に加え、本庁の迅速、的確な意思決定と保健所への支援が、対策

にとって重要である（13 頁３参照）。 

 

 

（５）地域における関係機関との連携と医療体制確保 

 ほとんどの保健所は管内の医師会や市町村（市型保健所では他部局）に対し、助言、情報提供、

打ち合わせなどを行い、また多くの保健所は医師会との連携や市町村への支援がうまくできたと

考えていた。特に地域の医療体制の整備については、発熱外来の設置や入院医療機関の確保のた

め、多くの保健所が管内の医療関係者への協議や要請を行っていた。保健所は感染症に対する地

域医療体制の確保のために重要な機能を果たしていると考える。他方、医師会など地域医療の側

からの保健所に対する評価も必要である。 

 現在、流行ピーク時の医療体制の確保や予防接種場所の確保が課題となっており、保健所の一

層の積極的関与が望まれる。今後も、保健所と地域の医師会、医療機関や市町村との連携を一層

積極的に推進することが望ましい。 

 
 
（６）感染拡大防止業務 

 保健所は国、都道府県本庁の指導下で、概ねガイドラインに沿った手順によって順に、健康監

視、発熱相談、発熱外来受診支援、積極的疫学調査など様々な感染拡大防止業務を担い、多くの

保健所は休日も夜間も対応した。保健所長への調査においては、これらの業務はある程度うまく

できていたとの回答が多かった。ただし、本調査は自己評価であるため全般的に評価が甘くなっ

ている可能性があり、保健所が本当に機能を果たしたかについては、今後地域の医療機関、住民

や専門機関による評価が必要である。 

 なお、医療機関以外に設置された発熱外来については、治療が実施できない場合には、それを

住民に周知する必要がある。  

 
 

（７）公衆衛生の現場における保健所の役割 

 まん延国・地区への渡航・旅行歴がない患者について、保健所や医療機関が必要と考える場合

は発熱外来への紹介対象としていた保健所が、相当数見られた。また多くの保健所は、国、国立

感染症研究所、都道府県本庁などから情報を得ていたが、近畿地区などでは、ＣＤＣ、ＷＨＯな

どから情報を得ていた保健所も少なくなかった。 

 全国的に発生した新型インフルエンザであるが、地域における発生状況、保健医療の資源、住

民や地域社会の特性などによって、対策における課題は様々である。保健所長は地域の問題につ

いて、国や都道府県等本庁の指示をただ待つだけではなく、進んで地域や医療の現場で起こって

いる状況を把握し、意見を聞き、問題となる課題について自らによる解決を検討するか、又は関

係機関などに発信していく積極的な姿勢が望まれる。 

 なお全国保健所長会も、保健所の意見集約と国への情報発信に努めるべきである。 



３ 都道府県等本庁の初期対策に関する評価と提言 
 

（１）本庁の体制 

 本庁においてはマニュアルを機械的に運用するのではなく、国の対策変更や地域の状況に応じ

て、迅速、的確に対策について意思決定するとともに、必要に応じて国への情報提供を行うべき

である。このためには、医師職員配置を含めた健康危機管理部門強化を行う必要がある。 

 また、今後事業継続計画（ＢＣＰ）の作成を進める必要がある。 

 
 
（２）保健所の支援 

 保健所に対しては、保健所との適時の情報交換と連携を進めることが必要である。また、現場

にあった対策の実施や地域医療体制整備のため、必要な権限付与を行う。 

 特に、近畿地方のように突発的に集中して業務負担が生じた場合に迅速に保健所の発熱相談な

どの業務をバックアップする体制について、検討しておくことが必要である。 

 
 
４ 国の初期対策に関する評価と提言 
 

（１）健康危機管理におけるエビデンスの不確実性 

 今回の新型インフルエンザでは、ウイルスの病原性等が行動計画で示されていたものとは異な

っていたこともあり、様々な混乱が生じた。 

 およそ健康危機管理は人の生命、健康に関わるため、不十分な状況予測やエビデンスのなかで

対策を立案・実施しなければならないことが少なくない。例えば今回の新型インフルエンザにお

いては、当初はその病原性が不明であり、また小児の肺炎、脳症による重症化の重要性も、ある

程度時間がたってから明らかになった。 

 水俣病や薬害エイズ、予防接種などの公衆衛生の歴史から行政が得た教訓は、社会的措置が不

十分であるために健康被害が拡大したことが後に明らかになった場合は、行政は社会的、司法的

に制裁を受ける可能性があるということである。したがって適切な対策の程度が不明確な場合に

おいては、計画および当初における対策は、結果的に過剰になったり、その縮減、緩和が慎重に

なったりすることはあり得る。 

 ただし、感染症対策における公衆衛生上の措置は、身体の自由などの基本的人権に関するもの

を含むことから、社会的、経済的措置に比べて一層、人権の制限と社会の利益の間での慎重な考

量が求められる。 

 
 
（２）対策の方針変更 

 健康危機管理対策が不十分な予測やエビデンスのもとに実施されるとすれば、その後に予測が

はずれたり、状況が変化したり、対策に伴う問題が現場で生じたりする可能性がある。したがっ

て行政は対策を不断に見直し、修正の必要があれば迅速に変更するという謙虚な姿勢が必要であ

る。新型インフルエンザ行動計画においても「適時適切に修正を行うこととする」と記載されて



いる。 

 今回の流行では、当初において厳格な水際対策にリソースが振り向けられる一方で、国内にお

ける発生については原因不明の急性呼吸器疾患の集積などの報告にとどまり、インフルエンザ様

疾患の集団発生への対応等の表現はなく、結果として集団発生への対応が十分でなかったのは、

今から考えるとややバランスを失していた可能性がある。今後においては、海外発生期において

も渡航歴のない患者について、集団発生のサーベイランスに加えて、ＰＣＲ検査、症例定義が考

慮されるべきである。 

 その後の対策においても、状況の変化に応じた対策の方針変更又は縮減、緩和が必ずしも迅速

ではなかったと考えられる。例えば病原性が次第に明らかになり、また感染が少しずつ拡大する

なかで、人権の尊重及び保健医療資源の適正な配分の観点からも、国内症例が発生した後には水

際対策が簡略化され、６月初めには入院措置が中止され、夏季の地域において流行が広がった時

期には当該地域での積極的疫学調査の簡略化が実施された方がよかったのではないかと、現場か

らは考えられる。また、濃厚接触者の外出自粛についても、国の担当者からの事務連絡では現場

の実態に即して自粛が不要と変更されたのに、国の運用指針では長い間変更されなかったが、よ

り早く削除すべきであった。 

 

 なお、季節性インフルエンザと同様の対策・法的位置づけをすべきであったとの意見があった

が、季節性インフルエンザと比較して新型ウイルスの影響は同一と見なすことはできず、法に定

められた情報の公開及びその他の新型インフルエンザ特有の対策は一定程度必要と考える。 

 今後は新型インフルエンザに関する知見の把握や状況の変化に応じて、定められた計画、方針

を迅速、柔軟に変更または緩和すべきである。また変更のための手続きを、事前に定めておく必

要がある。 

 また対策変更が遅れた理由と関連して、国のさまざまな関係者の間の意思疎通が十分であった

かについて、検証が望まれる。例えば、上記のように濃厚接触者への外出自粛については、国の

見解に不一致がみられた。また、国内における集団発生後、行動計画も段階も変更されないまま

に、行動計画とは異なる内容の運用指針が示された。今後は内閣関係省庁と厚生労働省を含めて、

国の内部における情報共有を図ることが必要である。 

 
 
（３）現場の状況の把握 

 行政が対策を立案した場合は、保健や医療の現場の状況や意見を把握した上で実施しまたは変

更を行うことが必要である。国の担当者は初期には特に多忙であったという事情はあるとは思わ

れるが、保健や医療の現場の状況を踏まえた対応が十分ではなかったと考える。 

 他方、現場から出される意見は全て的確なものに限られるわけではなく、また臨床の専門家が

必ずしも健康危機管理対策の専門家とは限らない。国の担当者は保健や医療の現場で起こってい

る状況を把握し、意見に耳を傾け、医学や行政に関する知識、経験に照らして取捨選択し、制度

に翻訳し、望まれる方向へ対策を立案していくことが求められる。 

 新型インフルエンザの発生前に設置された専門家会議では、ガイドラインなどを策定する際に

保健所長もそのメンバーとして役割を果たした。新型インフルエンザ発生後に開催された諮問委



員会の参加者は研究者や臨床医学会が主であるが、実地医家や保健所長などの現場の関係者の委

員会への参加や国と全国保健所長会との定期的な情報交換などにより、現場の状況について意見

を得るべきである。 

 
 
（４）対策の全般的評価 

 上記のような問題はあったが、わが国では、少なくともこれまでは欧米諸国に比べて重症者、

死亡者が必ずしも多くはないと考えられる。その理由として国による事前の行動計画策定などに

よる準備および医療や薬剤へのアクセスがよいことが考えられる。そのほか国の指導下での、保

健所を始めとする公衆衛生システムによる行動計画に沿った対応が、感染拡大を遅らせることに

ある程度貢献している可能性もあるかもしれない。 

 いずれにせよ、行動計画で定められた「感染拡大を可能なかぎり抑制し、健康被害を最小限に

とどめる」などの目的が我が国においてどの程度達成されたかについて、国際比較も含めて今後

評価が必要であると考える。 

 
 
（５）適切な情報提供 

 特に発生初期においては、保健所、医療機関はなかなか国からの正確な情報を得ることができ

ず、また国のウェブサイトも整理されておらず、そのため報道された情報についての住民からの

問い合わせに対して適切に答えることができなかった。国は、保健所、医療機関、国民に対して、

より的確、迅速な情報の伝達が求められる。そのためには連絡ラインの確立のみならず、記者発

表資料や事務連絡は原則として直ちにウェブサイトに公開するとともに、保健所などに電子メー

ルが送られることが望まれる。 

 また対策を事務連絡し、またはウェブサイトに示す場合には、指示内容を伝えるのみでなく、

当該対策を実施する背景についてもわかりやすく明らかにすることなどにより、メッセージ性の

ある情報伝達を行うことが必要である。特に、記者会見においては、例えば自治体の対策に言及

する場合は自治体に確認をとるなどにより、メッセージが冷静に伝わる態度が望まれる。 

 
 
（６）健康危機管理対策の基盤整備 

 感染症などの健康危機管理対策は国民の生命、安全を守る対策である。今後、研究、情報発信、

人材育成および自治体への技術支援を促進し、また国の政策立案を支援するために、米国、欧州、

中国などのＣＤＣを参考にしながら、国立感染症研究所およびその他の研究班の予算、人員の充

実が必要である。 

 また、欧米からは様々なエビデンスが示されたが、我が国では臨床疫学などのエビデンスが多

数報告されたとは言い難く、症例などについての一層の疫学的調査研究が望まれる 

 さらに健康危機管理対策強化のため、国は保健所、地域医療機関などへの予算、人員などに一

層配慮すべきであると考える。 

 



（７）各業務における国と自治体との関係 

 各段階における様々な課題について、国がどの範囲において統一的に方針を定め、都道府県が

どの範囲において裁量を持って対応するか、今後具体的に検討しておく必要がある。例えば、国

の対策は基本的な方針に限り細部は都道府県の実情に応じて運用するという考え方もあるが、そ

のためには、都道府県の対策立案能力の強化が必要である。 

 また、今回国の国内対策着手が遅れたり、症例定義に困難を生じたりした背景の一つは、衛生

研究所におけるＰＣＲ検査のリソースが限られており、地域によってはインフルエンザ症例の一

部にしか検査を実施できなかったことである。この点を行政は臨床の現場によくご理解いただい

た上で、地域において状況に応じた柔軟な検査対象選定が求められる。 

 さらに、保健所における事業継続計画（ＢＣＰ）作成を支援するため、保健所の様々な業務の

中止、簡略化などのために、法制度又は補助制度に関する具体的措置を検討する必要がある。 

 学校休業についても、関係省庁とも連携して今回の経験を検証し、考え方を整理して示すこと

が望まれる。 

 なお、健康監視に関しては、入国者に対する実施割合や発見された患者数について、別途に調

査、検証が必要である。 


	保健所調査報告書01_表紙＆トビラ
	保健所調査報告書02_序＆目次
	保健所調査報告書03_本文.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AGaramondPro-Semibold
    /AGaramondPro-SemiboldItalic
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /AJensonPro-Bold
    /AJensonPro-BoldIt
    /AJensonPro-It
    /AJensonPro-Lt
    /AJensonPro-LtIt
    /AJensonPro-Regular
    /AJensonPro-Semibold
    /AJensonPro-SemiboldIt
    /Algerian
    /Angelina
    /APJapanesefont
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /azuki_font
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardModernStd-Bold
    /BernhardModernStd-BoldIt
    /BernhardModernStd-Italic
    /BernhardModernStd-Roman
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /BT-10G-Dot-Bold
    /BT-10G-Dot-Light
    /BT-10G-Dot-Regular
    /CaflischScriptPro-Regular
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Castellar
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Light
    /ChaparralPro-LightIt
    /ChaparralPro-Regular
    /ChaparralPro-Semibold
    /ChaparralPro-SemiboldIt
    /CharlemagneStd-Bold
    /CharlemagneStd-Regular
    /Chiller-Regular
    /cinecaption
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CompleteinHim
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CurlzMT
    /DFGothicP-W3-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WIN-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /GauFontAtomic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeiseiKakuGoStd-W3
    /HeiseiKakuGoStd-W5
    /HeiseiKakuGoStd-W7
    /HeiseiMaruGoStd-W4
    /HeiseiMaruGoStd-W8
    /HeiseiMinStd-W3
    /HeiseiMinStd-W5
    /HeiseiMinStd-W7
    /HeiseiMinStd-W9
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /Kartika
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinStd-Bold
    /KozMinStd-ExtraLight
    /KozMinStd-Heavy
    /KozMinStd-Light
    /KozMinStd-Medium
    /KozMinStd-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /Latha
    /LatinWide
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Bold
    /LithosPro-ExtraLight
    /LithosPro-Light
    /LithosPro-Regular
    /LovelyCapsules
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /Mangal-Regular
    /Map-Symbols
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MesquiteStd
    /MetroDF
    /MicrosoftSansSerif
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MinionStd-Black
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /MyriadPro-Black
    /MyriadPro-BlackCond
    /MyriadPro-BlackCondIt
    /MyriadPro-BlackIt
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Light
    /MyriadPro-LightCond
    /MyriadPro-LightCondIt
    /MyriadPro-LightIt
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldCond
    /MyriadPro-SemiboldCondIt
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /MyriadStd-Sketch
    /MyriadStd-Tilt
    /NewsGothicStd
    /NewsGothicStd-Bold
    /NewsGothicStd-BoldOblique
    /NewsGothicStd-Oblique
    /NfMotoyaAporo-W1-90mskp-RKSJ-H
    /NfMotoyaAporo-W1-90msp-RKSJ-H
    /NfMotoyaAporo-W1-90ms-RKSJ-H
    /NfMotoyaCedar-W1-90mskp-RKSJ-H
    /NfMotoyaCedar-W1-90msp-RKSJ-H
    /NfMotoyaCedar-W1-90ms-RKSJ-H
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NuevaStd-Bold
    /NuevaStd-BoldItalic
    /NuevaStd-Italic
    /NuevaStd-Light
    /NuevaStd-LightItalic
    /NuevaStd-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OCR-B
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /ParisRegular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /PrestigeEliteStd-BdSlanted
    /PrestigeEliteStd-Slanted
    /Pristina-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /RomanMinchoEGP-Ultra-SJIS
    /RomanMinchoEG-Ultra-SJIS
    /RosewoodStd-Fill
    /RosewoodStd-Regular
    /RyoDispStd-Bold
    /RyoDispStd-ExtraBold
    /RyoDispStd-Heavy
    /RyoDispStd-Medium
    /RyoDispStd-SemiBold
    /RyoTextStd-ExtraLight
    /RyoTextStd-Light
    /RyoTextStd-Medium
    /RyoTextStd-Regular
    /ScriptMTBold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SnapITC-Regular
    /Stencil
    /StencilStd
    /SWGamekeysMT
    /SWMacro
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TempusSansITC
    /TheLittleBirdFONT
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /uzura_font
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vipond-Octic
    /Vivaldii
    /VivaStd-Bold
    /VivaStd-Light
    /VivaStd-Regular
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /WoodtypeOrnamentsStd
    /YentiEG-Extra-SJIS
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Extra-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


